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にペンタフルオロフェニル基を有する新規ルテニウムポルフィリン錯体 Ru (TPFPP) (CO) (TPFPP= (テトラキ
スペンタフルオロフェニル)ポルフィリナト)を合成し，これがアルデヒドと酸素を用いるアルカンの酸化において
極めて効率の高い触媒となることを明らかにした。さらに，対応するマンガン， コバルトポルフィリン触媒 (Mn
(TPFPP) Cl, Co (TPFPP)) も有効であることを示した。
第 3 章では，ルテニウム触媒とアルキルヒドロベルオキシドを用いるアルカンの酸化反応機構に関する研究につい
て述べた。金属触媒と t -ブチルヒドロペルオキシドを組み合わせるアルカンの酸化触媒系が報告されているが，そ
の反応活性種として，オキソメタル (M=O) とフリーラジカル (t -BuO ・ or t -BuOO ・)の 2 種類が提唱さ
れている O ルテニウム錯体と t -ブチルヒドロペルオキシドを用いる触媒反応の・活性中間体についての検証を行い，






過酢酸で酸化すると，対応する α- シアノアミンや α ーシアノアミドが効率よく得られる。 α ーシアノアミンは










かにしている o 次に，メソ位にベンタフルオロフェニル基を有する新規ルテニウムポルフィリン錯体 Ru (TPFPP) 
(CO) (TPFPP= (テトラキスペンタフルオロフェニル)ポルフィリナート)を合成し，アルデヒドと酸素を用いる
アルカンの酸化において極めて高効率な触媒となることを明らかにしている。また，マンガンおよびコバルトポルフィ







Strecker アミノ酸合成法と同じ中間体である α ーシアノアミンを得ることができるので，その加水分解により α ーア
ミノ酸の合成が容易に行える。
以上，本論文は極めて強い酸化能力を有する酵素類似オキソ金属錯体を分子状酸素や過酸化物を用いて発生させる
新手法を開発し，アルカンやアミドの高選択的な新規酸化反応の開拓を行っており，有機合成分野に貢献するもので
あり，学位論文として価値あるものと認める o
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